
国
内
も
国
外
も
、
世
の

◆中
の
情
勢
が
大
き
く
動
い

て
い
る
。

今
年

月
予
定
の
米
国

11

大
統
領
選
挙
は
、
銃
撃
を

受
け
た
ト
ラ
ン
プ
候
補
の

圧
勝
か
と
思
い
き
や
、
バ

イ
デ
ン
に
変
わ
る
ハ
リ
ス

副
大
統
領
が
支
持
率
を
急

速
に
伸
ば
し
始
め
た
と
。

欧
州
で
も
、
最
初
は
右、

派
急
伸
と
報
じ
ら
れ
た
が

選
挙
が
終
わ
っ
て
み
る
と

労
働
党
な
ど
が
統
一
戦
線

を
組
ん
で
伸
び
て
、
政
権

獲
得
も
誕
生
し
て
い
る
。

◆
日
本
国
内
は
、
統
一
教

会
、
裏
金
問
題
な
ど
で
自

民
党
が
国
民
の
支
持
を
大

。

、

き
く
失
っ
て
い
る

だ
が

そ
れ
に
変
わ
る
野
党
の
側。

が
実
に
す
っ
き
り
し
な
い

一
つ
に
政
党
の
力
不
足
、

二
つ
に
今
の
連
合
に
か
っ

て
の
総
評
の
よ
う
な
役
割

を
求
め
ら
れ
な
い
。

◆
一
時
あ
れ
だ
け
羽
振
り

を
き
か
せ
た
維
新
が
、
選

挙
で
も
大
阪
万
博
で
も
、

う
ま
く
い
か
な
い
。
世
間

を
騒
が
す
兵
庫
県
知
事
の

パ
ワ
ハ
ラ
問
題
も
そ
の
兵

庫
県
バ
ー
ジ
ョ
ン
だ
。

◆
大
政
党
や
大
組
合
に
頼、

る
時
代
は
と
う
に
終
わ
り

一
人
一
人
が
声
を
上
げ
て

行
動
す
る
時
代
。
出
来
る

こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

憲法を生かす会･灘 ニュース 通算・第245号（１）

245号
2024年7月25日

神戸市灘区天城通
3-5-19

TEL.078-801-8448
FAX.078-801-8899
nsp-nada@vega.ocn.ne.jp

７
月

日
現
在
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《
呼
び
か
け
人
》

人
38

《
会
員
》

人
・
５
団
体

66

《
賛
助
会
員
》

人
65

個
人
会
員
の
会
費
は
年
三
千
円

賛
助
会
員
の
会
費
は
年
千
円
以
上

◎
呼
び
か
け
人
と
会
員
は
募
集
中

郵便振替口座：

00900-4-204718
憲法を生かす会・灘

▼王子公園を囲む人間の鎖（７月７日の七夕行動）

七夕行動の記録／「原爆と１めん
人間」写真展の案内

強欲・強権の知事は辞職せよ２めん
／先輩・仲間の団体

使えなかった県「公益通報制３めん
度」／いのち

13年ぶりに気仙沼へ行って４めん
／川柳／編集後記きました

（ ） （ ）●８月８日 木 ～１３日 火

※午前11時から19時まで ただし、13日は18時まで

（ ）●デュオ・ギャラリー JR神戸駅南地下街

◎主催：神戸市原爆被害者 会の
後援：神戸市 神戸市教育委員会・

右
の
写
真
は
、
昨
年
の
展
覧
会



▼
ど
う
い
う
ぐ
頭

の
構
造
な
の
か
？

東
日
本
大
震
災
で
大
変
な
事
故
を

起
こ
し
た
福
島
第
一
原
発
、
そ
の
事

故
処
理
問
題
は
、
解
決
し
て
い
な

い
。
な
の
に
経
産
省
は
、
新
規
原
発

の
建
設
を
進
め
、
そ
の
経
費
は
消
費

者
の
電
気
代
に
転
嫁
す
る
と
い
う
。

▼
忘
れ
ら
れ
な
い
写
真
が
あ
る
。
原

発
事
故
で
人
気
が
な
く
な
っ
た
町

中
を
、
瘦
せ
て
ガ
リ
ガ
リ
に
な
っ
た

数
匹
の
犬
が
う
ろ
つ
い
て
い
た
。
場

所
は
福
島
県
双
葉
町
。
犬
た
ち
の

頭
上
に
は「
原
子
力
明
る
い
未
来
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
、
道
路
を
ま
た
ぐ

大
看
板
が
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。

▼
朝
日
新
聞
の
連
載
「
て
ん
で
こ
」に

「
被
災
馬
物
語
」
が
載
っ
た
。
伝
統

行
事
「
相
馬
野
馬
追
」
を
絶
や
さ
ぬ

の

ま

お

い

た
め
約

頭
の
馬
は
特
別
助
け
ら

30

れ
た
と
。
そ
れ
以
外
の
馬
、
牛
、

豚
、
鶏
は
餓
死
か
殺
処
分
に
。
建
立

さ
れ
た「
獣
魂
碑
」
に
は「
放
射
能
の

存
在
す
ら
知
る
こ
と
も
な
く
空
腹

に
鳴
き
続
け
息
絶
え
た
牛
た
ち
よ

（略
）
許
し
て
下
さ
い
」
と
刻
む
。

（２）（３） 憲法を生かす会･灘 ニュース 通算・第245号 憲法を生かす会･灘 ニュース 通算・第245号2024年7月25日

許すな！憲法改悪・市民連絡会

私と憲法（278号）●
・パレスチナに平和を！緊急行動申し入れ
・憲法５４条の恣意的解釈による改憲論は権
力私物化
「女性のための相談会 能登震災視察レポ・
ート」

・12・1ミサイル・弾薬庫はいらない！友好
対話 全国平和への集いin大分2024（仮称）

神戸学生青年センター

土曜ティーサロン●
・9月7日（土）午後2時～3時
「ウルグアイの歩き方」
・酒折有美子さん（JICAシニア兵庫OV会）
出版物●
「佐渡鉱山・朝鮮人強制労働資料集」

定価：1800円+税 2024年6月発行A4判184頁

8.14日本軍「慰安婦」メモリアルデーin神戸

●映画とトークの集い
映画「大娘たちの戦争は終わらない」

（神戸・南京をむすぶ会）トーク：宮内陽子さん
・8月4日（日）午後2時
・神戸市立婦人会館（5階さくら）
資料代：800円

来
年
に
は
阪
神
大
震
災
か
ら
30

年
を
迎
え
る
兵
庫
県
。

し
か
し
、
兵
庫
県
民
は
、
今
や

と
て
も
恥
ず
か
し
く
て
、
腹
が
立

つ
思
い
が
続
い
て
い
ま
す
。
斎
藤

元
彦
・
兵
庫
県
知
事
の
「
お
ね
だ

り

「
パ
ワ
ハ
ラ
」
記
事
が
メ
デ

」

、

。

ィ
ア
に
あ
ふ
れ

も
う
ウ
ン
ザ
リ

最
初
に
告
発
を
し
た
元
県
民
局

長
は
、
設
置
さ
れ
た
県
議
会
調
査

特
別
委
員
会
（
百
条
委
員
会
）
の

開
催
を
前
に
知
事
側
の
圧
力
の
せ

い
か
？
死
去
し
ま
し
た
。

し
か
も
「
一
死
を
も
っ
て
抗
議

す
る

「
百
条
委
員
会
は
最
後
ま
で

」

や
り
通
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
。

当
該
の
知
事
は
「
生
ま
れ
変
わ

っ
た
つ
も
り
で
頑
張
る
」
と
、
犠

牲
者
の
こ
と
を
知
り
な
が
ら
超
無

神
経
ぶ
り
。

ど
こ
か
の
知
事
み
た
い
に「
お
ね
だ
り
」
し
な
い
け
ど
、
も

う

ヶ
月
も
、
実
質
賃
金
は
マ
イ
ナ
ス
続
き
や
で

26

斉
藤
知
事
の
パ
ワ
ハ
ラ
疑
惑
を
告
発
す
る
文
書
を
作
成
し
た
元
西
播
磨
県
民
局
長
（
そ
の
後
に

自
死
）
は
、
県
の
こ
の
制
度
（
右
記
）
に
通
報
し
て
い
た
が
、
い
か
ん
せ
ん
庁
内
の
窓
口
。
元
局
長
も

「
委
員
の
構
成
を
み
て
も
、
、
今
回
の
よ
う
な
事
案
に
つ
い
て
は
、
完
全
な
第
三
者
た
り
得
な
い
」
と

訴
え
て
い
た
。
県
議
会
か
ら
も
「
通
報
者
の
窓
口
を
外
部
に
設
置
し
、
通
報
者
の
匿
名
性
を
守
る
べ

き
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

県
は
、
よ
う
や
く「
外
部
の
弁
護
士
が
受
け
付
け
る
窓
口
」
を
県
弁
護

士
会
に
協
力
を
求
め
、
年
内
の
設
置
を
め
ざ
す
と
い
う
。

兵庫県政史に間違いなく

悪名が残る斎藤元彦・知事

1977年11月に神戸市須磨区に

生まれる。愛光中学・高校（松山

市）から東京大学経済学部。総

務省に入り、三重県、宮城県など

出向。2021年8月より兵庫県知事

政治学者の五百籏頭 眞氏が理事長を務める法人の副理事長２人Ⅰ法人理事長の解任：
い お き べ まこと

を、片山安孝副知事が解任すると同氏に通告。その仕打ちに憤慨した同氏は翌日倒れ急逝

「五百籏頭先生の命を縮めたとあるのは科学的根拠もない誹謗中傷」

令和３年の知事選挙で県職員４人が知事に投票するよう知人に依頼す②知人に投票依頼：
る事前運動

「私が宮城県庁勤務、大阪府庁勤務をしていた頃の知人。事前運動を依頼したことは
ない」

知事が商工会議所などに出向いて次期知事選挙への投票を依頼③商工会議所に投票依頼：

「選挙に関する投票依頼は一切していない」

知事が県幹部らに指示し県内企業から高級コーヒーメーカーな④コーヒーメーカー受領：
ど贈答品を受領

「私から贈答品を要求した事実はない」

商工会議所などに補助金削減を示唆し知事の政治資金パーティー⑤パーティー券強要：
券を購入させた

「そのような指示はしたことはない」

信用金庫の補助金を増額しプロ野球の阪神・オリックス優勝パレ⑥補助金キックバック：
ードの募金としてキックバック

「そのような指示はしたことはない」

訪問先の20㍍手前で公用車から歩かされることに激怒し⑦職員へのパワハラ：
職員を怒鳴りつけるなど、知事によるパワハラ

「業務上の範囲内で適切に指導助言をしている。職員とのコミュニケーショ
ンが不足していたとの指摘は反省」

県庁前の抗議集会（7月19日）

パ
ワ
ハ
ラ
の

知
事
居
座
っ
て

人
が
死
ぬ

又
新
情
報
」

（
「

月

日
号
）

7

25



（４）2024年7月25日 憲法を生かす会･灘 ニュース 通算・第245号

多
喜
二
！

不
戦
を
叫
ぶ

ひ
と
り
芝
居

女
優
の
河
東
け
い
さ
ん

か

と
う

2

が
亡
く
な
っ
た
と
の
報
。

２
０
１
８
年
３
月
、「
河
東

け
い

ひ
と
り
語
り
、
多
喜

二
の
母
」
の
公
演
を
灘
総
支

部
な
ど
が
企
画
し
盛
況
を

得
た
。
河
東
け
い
さ
ん
92

歳
の
熱
演
で
し
た
。

）

「
お
は
よ
う
川
柳
」

（
７
・
25

▼
検
察
、
警
察
、
防
衛

省
の
不
明
事
案
が
続
々

と
。
ま
だ
氷
山
の
一
角

▼
医
療
、
金
融
、
航
空d

で
被
害

兆
円
と
世
界

2.3

の
大
規
模
障
害
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
の
未
来
示
す

▼
パ
リ
五
輪
で
若
者
が

示
せ
本
当
の
世
界
平
和

▼
「
匿
名
さ
ん
」
切
手

多
数
カ
ン
パ
有
り
難
う

▼
異
常
な
高
温
、
猛
烈

な
豪
雨
と
災
害
が
続
き

ま
す
。
み
な
さ
ま
「
暑

中
お
見
舞
い
」
申
し
上

げ
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も

ご
自
愛
下
さ
い
。

（ の） の けに と で の の の東日本大震災直後 ２０１１年５月 連休明 、妻 ２人 気仙沼市 南端 小泉浜地区
ー 行 。海沿 平地 少 集落 １７０軒、３００人。人的被害ボランティアセンタ に きました いの の ない （

１０人。流失、損壊 住 ９０軒。波 海抜１８ｍ 上 震災 津は で めなくなったのは は まで がってきた） ・
波 ２ 月 経 、流 打 上 家、波 壊 家、から か しか っていなかったので されて ち げられた をかぶり れた
駅舎 流 。 ６日間、 片付 手伝 。も されていました ここで あと けの いをしました

３年経ち、５年経ち、どうなっているのか、行ってみたいと思いながら１３年が過ぎていました。でも今年５月、意を

決して行くことにしました。現地で２日間、後片付けに行ったOさんとは妻が年賀のやり取りを続けていて、「お伺い

したい」と伝えると、「南三陸町（気仙沼の隣町）の防災公園で会いましょう」との返事をいただいた。

南三陸町防災 ー 鉄骨３階建 １２m 高 、１４ｍセンタ は て の さだったが

の に み まれ が は でみた い波 飲 込 ４３人 死亡、生還 １０人。報道写真 赤

だけが っていました は が になり が げ鉄骨 残 。今 一帯 公園 、周囲 嵩上

、谷間 取 残 見 。されているので に り されているように えました

O 会 、当時私 O 言葉 交ここで さんと うことになったが は さんと を

わしていないので を えていなかったが は かったようで顔 覚 、妻 分

す の をして まで していただきました ボラン。当時 話 、小泉浜 案内 。

ティア に けに ったところは され がぽつん２日目 後片付 行 整地 、小屋

。震災 痕跡 見 。とあるだけでした の は えませんでした

Oさんの家は高台にありましたが、津波は１階まで来ました。

13年前（2011年5月） 今回（2024年5月）

家のすぐ下を走る国道は嵩上げして

いると教えられましたが、すぐには分かり

ませんでした。当時の写真を比べてみる

と、Oさんの家はずいぶん低くなっている

のがわかります。

ＪＲ気仙沼線の蔵内駅は波に飲まれな

くなっていましたが、今は線路跡が舗装

されバス専用路線に代り、バス停駅舎？

が建っていました。

二十一浜（小泉浜の集落）はかっては住宅があったと思われる痕跡がありましたが、今は住宅は１軒もありませ

ん。海側は高さ１４ｍの防潮堤が出来ていました。

Oさんから向洋高校震災遺構伝承館を紹介され、行ってみました。向洋高校は海から500ｍ、津波は4階建て校

舎の4階まで到達、3階には流れ込んだ自動車が仰向けになったまま保存されていました。生徒たちは

２ｋｍ先の中学校まで避難、残った教職員は屋上に避難し無事だったそうです。

もっと先の宮古まで行きたかったのですが、日程を考えると「ここまで」とし、神戸に戻りました。 (塩浜勇 記)


